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しはじめに

航海用電子海図及び紙海図等の作製のため平成5

年度に導入された電子海図システムにより，平成6

年度には電子海図の第 l号が刊行され，続いて平成

7年度には新方式による紙海図作製の第 l号として

海図第81号「大島至鳥島J(INT5203）が刊行された．

海図作製工程のコンピムータ化は，水路部にとり

長年の課題であったが，海図に表現すべき地形情報

や航海情報等の種類．情報量が多 〈， コンビュータ

の処理能力が不十分であったこと，更に海図が多色

刷り であり，重なり合った異なる色版の情報を同時

に編集するのに必要な対話型編集を行うための十分

な環境が整っていなかったこと，複雑な海図図式を

作図するための出力装置がなかったこと等がネ ック

となっていた．

電子海図システムでは，近年のハードウエアやソ

フトウエア技術の発展により，すべての情報をディ

ジタルデータで，対話形式により処理することが可

能となり，細部の編集を目で確認しながら行えるよ

うになった．また，出力装置に4000dpi(dot per inch) 

という高解像度の光プロ ッタを用いることで複雑な

海図図式にも対応できるようになった．

杭海用電子海図の作製と紙海図の作製の工程には

共通する部分が多い．本稿では，電子海図システム

を用いた紙海図作製を中心に，海図第81号を例に

取って紹介する．

2. 電子海図システム

2.1 システムの概要

電子海図システムは， UNIXをOSとする クライ

アント／サーバ型のワークステーション群と入出力

機器で構成され， CADソフトウエアを編集作業の

柱とし，ラスタ／ベ クタ変換ソフトウエア，製版ソ

フトウエア等と連携して海図作製を行うためのシス

テムである．

2.2 ハードウエア

電子海図システムのハードウエア構成は以下のと

おりである． （第 l図）

〈処理装置〉

－ワークステーション

日本ユニシス社 US MODEL 110-40TX20他

．パーソナルコンビュータ

コンパック社 DESKPRO 4/66i 

アップル社 Power Macintosh 8100/80 

〈入力機器〉

－モノクロイメージスキャナ

NS Calcomp社 ScanPius70836 

(400dpi, AO判）

・デジタイザー

NS Calcomp社 DrawingBoard 95480HA 

（分解能0.025mm，糟度±0.05mm, AO判）

－カラードラムスキャナ

阿部設計社 DRUM SCAN DENSITOMETER 

2607 

(800dpi. 1670万色， AO判）
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401号室

補正図語集装置 イ也

モノクロ
スキャナ
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海図編集議置

WS:US創帽。£LT市島岨TX四他

電子海図作製滋置他

入力制御装置 電子海図管理滋置

p 一一一一一ーー一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一ーーーー一一一一一一一－，
静電プロッタ I 411号室

WS:US働側）D£L’z・..,TXl。 pe, ... ・・wM醐醐副11001e。
白岡・0・f 光プロッタ

データ編集益置 ．集補助ユニ ット
MT R11，。

』－－ー－－－－－ー司ー－－－－－－－－ー・・・田・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－ーーー・皿・ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー・凶
第 l図電子海図システムの構成

く出力機器〉

・カラー静電プロ ッタ

NS Calcomp社 68436

( 400dpi, 4096色， AO判）

．光プロ ッタ

大日本スクリーン製造社 MT-Rll20 

(2000/ 4000dpi, AO判）

・フルカラーフーリンタ

大日本スクリーン製造社 FP-300S 

(300dpi, 1670万色，＼＼.＂B判）

2.3 ソフトウエア

海図作製に用いるソフトウェアは， 日本ユニシス

社により開発された，市販のソウトウエアをカスタ

マイズしたものであり，その中心となるのは CAD

システムをベースにした編集ソフトウエアである．

入出力時以外はベクタデータ型のシステムであるこ

とが特徴であり，各種7ァイルの形式も IHO（国際

水路機関）により定められた航海用電子海図のテー

タ交換フォーマットである DX90を除いては， TIFF

や DXF, PostScriptのように一般的なファイル形

式を採用している．主なソフトウエアは以下のとお

りで、ある．

〈データ数値化ソフトウエア〉

・スキャナ読み取りソフトウエア

Imager （イメージャ）Advent Imaging社

．ラスタ／ベクタ変換ソフトウエア

VTRAK （ブイトラック） Laser Scan社

〈電子海図／紙海図編集ソフトウエア〉

・CADソフトウエア

AutoCAD （オートキャド）オートデスク社

．データベース管理ソフトウエア

Oracle7 （オラクルセブン）日本オラクル社

．出力確認ソフトウエア

Island Draw （アイランドドロー）ユニソル社

く海図原図作成ソフトウエア〉

－製版ソフトウエア

RENATUS（レナトス）大日本スクリーン製造社

-llO-
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3.紙海図作製工程

3.1 概要

電子海図システムによる祇海図作製工程の概要は

次のとおりである．（第2図）

・データの準備

計画図に従い，海図やiftiJ量原図等，必要な資料を

テータ数値化ソフトウエアによりディジタルデータ

化する．

－電子海図編集

電子海図編集ソフトウエアてス数値化された

データを基に電子海図データを作成するための属性

付けを行い，必要があれば総描等め編集作業を行う．

．紙海図編集

紙海図編集ソウトウエアで，電子海図データを海
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図図式に沿った紙海図データに変換する．また，地

名，表題，輪郭図等の’情報を付加し，紙海図の体裁

を整える．

－海図原図作成

紙海図データは， PostScript形式で製版ソフトウ

エアに受け渡し，光プロ ッタから海図原因となる

フィルムを出力する．

具体的な作業工程について以下に述べる．

3.2 データ準備

採用資料のうち，外注による数値化がまだ行われ

ていない海図や測量原図等について，図面の数値化

を行う ．

海図第81号では，作製工程等の都合上，従来の方

法で編集図を作成し，編集図を数値化する方法を

採った．

従来の海図作製工程 編集図以降を電子海図システムで処理する
海図作製工理 （；f!図第81l弓で録用）

金工穫を電子海図システムで処理する
；層菌作製工程

戸

第2図紙海図作製工程
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数値化するテータ項目は，水深，底質，岸線，等

深線，等高線，海底線等で，修正を簡便にするため

項目別にファイルに格納している．

数値化は通常，次の工程で行う．

・モ ノク ロスキャナにより図面をスキャンし，ラス

タデータにする．（ソフトウエアは Imagerを使

用．出力ファイルは TIFF形式）

－ラスタデータから XY座標系のベクタデータを作

成する． （ソフ・トウエアは VTRAKを使用．出力

ファイルは DXF形式）

・XY－経緯度座標変換を行い，地理学的座標系のベ

クタデータにする．これをソースファイル（経緯

度座標）という． （ソフトウエアは AutoCADを使

用．入出力ファイルは DXF形式）

3.3 電子海図編集工程

電子海図編集ソフトウエア （AutoCADをベース

にカスタマイズしたもの．入出力ファイルは DXF

形式及びAutoCADの内部フォーマットである

DWG形式）を用い， ソースファイル （経緯度座標）

を基に IHOが定める S-57（ディジタル水路データ

のための IHO転送基準）に従った電子海図データ構

造にするための属性付け等の編集を行う．

航海用電子海図と紙海図では，必ずしも表現や図

式が一致しない．また，航海用電子海図の持つ情報

には紙海図として不要な項目も多々あるが，双方で

コード

A 

B 

c 

D 

E 

F 

G 

H 

K 

L 

M 

N 

。
p 

Q 

R 
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第 l表セルコード表

縮 尺 メァンユ

く 2.250.000 8. 

2.250.000 - 300.001 4. 

300.000 ～ 8 0. 0 0 I 

80.000 ～ 4 0. 0 0 1 3 0. 

I 5' 

I 5' 

I 5' 

1 5. 

40,000 ～ 10,000 1 5・

1 .s・ 

1.s・ 

7.5・

7.5・

10.000 > I 5' 

7 .5. 

7.5' 

7.5' 

7 .5. 

、
84960544 84960560 

分類

総図

航洋図

航海図

海岸図

話SI自図

N 38" 00' 0σ 
El44" 00・00"

共通のデータベースを持つことによりその内容が－ N 34・00・w

致することになり，海図情報の最新維持について作

業の効率化を図れるメリ ットがある．

電子海図データはセルと呼ばれるメ ッシュ単位で

格納されており，縮尺によって異なるメ ッシュ体系

に分類されている． （第l表）

これによると，縮尺50万分の lの海図第81号はB

セルに該当するが， Bセルでは同海図の包含区域が

4つめセルにまたがることになり，編集作業を行う

には不便で・あるため， Aセルでい作業を行うこととし，

最後にBセルに分割する方法を採用した． （第3図）

電子海図編集では、電子海図データの属性付けや

点．線，面， j昆成オブジェクトの作成／編集，ポリ

ライン上の頂点の削除／追加／移動等を行っている

が，本稿では電子海図編集ソウトウエアの操作，編

N 30" 00・00＇”
El36" 00' 00" 

84800544 84800560 

El4『 00・0σ

第3図海図第81号のセル

集方法については詳細には触れない．

3.4 紙海図編集工程

紙海図データは”要件表”というカタロ グで管理さ

れており，予め要件表に海図の要目を入力してお く．

紙海図編集ソフトウエア （AutoCADをベースに

カスタマイズしたもの．入出力ウァイルは DXF形

-112-
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海図原図出力編集画面上で4版分を同時に編集し，に電子海図デーPostScript形式）DWG形式，式，

の工程で自動的に 4版に分解される．紙海図編集を行う．タを婦人し，

編集中の画像と出力後編集を行うに当たっては，紙海図編集ソフトウエアに取電子海図データは，

形状で表示されるようにの図面とで同じ大きさ，データ変換テーブル （ファイル名 e2り込まれる際．

対話形式によりきめ細か く修正するこなっており，対応する記号・略語に自動的に変c.tbl）に従って，

とが可能となっている．（第4図）換される．

以下に紙海図編集のために用意されている機能を記号 ・略語の配置や編集を紙海図編集の目的は，

示す．輪注意記事等の文字情報，地名や表題，行ったり，

。ファイルメ ニュー紙海図に特有な項目の作成，

編集を行い紙海図としての体裁 を整えることであ

郭図やコンパス図等．

紙海図データ電子海図データ，・ソースデータ，

の挿入．る．

－静電プロッタ出力．海図編集室で墨版とマ従来の海図作製工程では，

・ PostScriptファイル出力．

－補正図データ出力．

地色版と水色版

は海図維持管理室で作成されていたが，新方式では，

ゼンタ版の海図原図を各々作成 し，

電子海図オブジェクト名

電子海図アトリビュート

点／線／面の種別 オブジェクトの優先順位

紙海図データの記号コード／線種／サイズ等

SYの2_5)
SYの2_l);CT(SS.5)
CT(Siren.5) 
SY臼｝
SY(i44) 
SY(i45) 
SYG19) 
SYGS) 
SY053) 
SYO臼）
SY053) 
SY09_b_8＿：屯r_r_p)
SY(m!2) 
SY(m9a) 
SY（阻）；CT仏旧（約五）；CT(Y.5)；立（SIGPER,5),
SYほ2);CT(Mo側ぶ）；CT(Y,5)；官（SIGPER,5);'
LS(CONTINUOUS.0.2) 1 
LS(CONTINUOUS,0.2) 28 
LS(CONTINUOUS,0.12) 30 
LS(CONTINUOUS,0.2) 2 
LS(CDBLll.0.2) 2 
LS(CDBL14.0.l.l) 32 
LS(CONTII河UOUS,0.18) 14 
LS(CDBL07,0.18) 14 
凶（CDBLSOl,0.1.1) 14 
LS(CDBLS04,0.2) 14 
LS(CDBI却似｝ 31 
LS(CDBL07.0.2) 14 
凶（CONTINUOUS,0.12) 36 
凶（CONTINUOUS,0.12) 1 
LS(CONTINUOUS,0.2) 2 
LS(CDBL14,0.l,l) 29 
LS(CONI別uous似 5) 60 
LS(CDBL14.0.l,l) 60 
LS(CDBI却 1,0.2,1) 29 
τ"D(S,O.HEIJTA) 
LS(CONTINUOUS,0.2) 
LS(CONTINUOUS,0.12) 
LS(CDBLl0,0.2,1) 

mm刊
川
明
。

p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
p
L
L
L
L
L
L
L
L
I－－
M
L
L
L
A
A
A
A
A
A
P
A
A
A
 

CATFOG3 
CATBUA2 

CATIOW2 

CATCAMl 

CATCAMl!BOYSHPl 
BOYSHPS氾ATIAM3
CA1ヌTB2
CPi.官官】ws
LITCHR22!COLOUR12 
UI℃HR12!COLOUR6 

QUAVEMl 

CPi.τ'SLC4!WATLEV3 
CATF1F4 

CATCBLl!STATUSl 
PRODCTl!STATUSl 

CAT百Kl

CATACHS 

CATF1F4 

LNDELV 
SISTAW 
FOGSIG 
BUAARE 
CHIM NY 
TOWERS 
FLGSTF 
RSCSTA 
BCNCAR 
BCNSPP 
BOY CAR 
BOYIAT 
ITT'PBCN 
TOWE陪
UGHTS 
UGHTS 
COA凶 E
DUNARE 
山 DELV
SLCONS 
SLCONS 
FSHFAC 
OW定I℃L
RADLNE 
CBI.SUB 
四回OL
OILBAR 
REC問C
DEPCNT 
SLTPAN 
SLCONS 
AC HARE 
FSHFAC 
FSHFAC 
CB LARE 
SB DARE 
LOCMAG 
ロ"DARE
AC HARE 

－－－－
E
 

h
－F
 

(e2c.tbl) 海図データ変換テープル
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。表示メニュー

・全図面表示／拡大／縮小／ズーム等．

．レ イヤによる表示項目選択．

－実サイズでの表示．

－画面上の位置の経緯度値表示及び経緯度値によ

る位置の表示．

・文字のフォント，サイズ情報表示．

0作成メニュー

・直線，円3瓜等のポリライン作成．

－文字列の作成や配置（曲線配置等）．文字種の設

定等．

－水深点の新規作成．

・海図図式の記号を選択，配置．

・海図図式のタンク記号の設定，配置．

・ポリラインの線種（実線，点線，破線等）や線

幅，色 （墨，マセツタ）の設定．

－地色領域，水色領域，干出領域の塗りつぶしの

設定．電子海図データから自動的に変換されな

いデータや領域再設定等で使用．

・領域内，またはポリライン上へのパターン （微

小図形）配置．

・コンパス図の作成，配置．

・輪郭図の作成．刊行記事や小改正記事，船速計

算尺等の図郭外記事の作成．

－灯略記の作成．明弧／指向灯／遮蔽狙の図式の

作成．

。作図補助メニュー

．点や線に関する CADの各種機能．

0編集メニュー

－操作の undo及びredo機能．

－図形の移動／削除／回転／サイズ変更．

・ポリラインめ頂点移動／追加／削除及びポリラ

インの分割／結合．

－水深値のサイズ変更．

・オブジェクト ／セグメン卜の属性編集．

・線．文字，記号等を墨版やマセツタ版に変更．

・重複するデータにかける墨版，マゼンタ版毎の

マスク （隠線）処理．

・文字列の再配置や文字種の再設定．ローマ字の

長音や略字の配置．

Vol. 15. 1997 

－地色区域や水色区域等の確認のためのハッチン

グ処理. PostScript出力の際には出力きれな

し、

・ポリゴン （面オブジェクト ）に対して穴あけの

処理を行う．

－水深め字体を立体 （立体水深）や斜体に変更．

．電子海図データにない下層底質の処理．

。表題配置メニュー

・表題作成のためのテキスト入力，ファイル入力

及び入力用のテンプレートの表示．

・ IHO及び海上保安庁のマーク （印章）の配置，

サイズ変更

－文字の字体，文字サイズ，文字間隔，行間隔，

単語間隔等の変更． -

－文字列の右詰め／左詰め等の位置揃え，均等配

置の処理．

－文字列め行移動，単語移動，回転．

・水平／垂直罫線の作成及び罫線の伸縮．

0オプショ ンメニュー

・ハッチンク’パターンの設定．

－水色の深度設定．

・輪郭図の作成は，ウインドウ内で指定された項目

にパラメータを指示する．一部のパラメータは先

に作成した要件表から引き継がれる．

・紙海図で従来使用されてきた文字と，電子海図シ

ステムで採用された文字とでは，類似した字体を

選択しているが，多少異なっている．使用してい

る字体は第 2表のとおりである．なお，水深数字

については，従来と同じ字体とするため，外字と

して別にフォントを作成している．

・紙海図編集画面では，出力図面と同様な画像に近

づけるよう考慮、されているが，処理速度の向上等

のため代用フォントを利用したり，塗りつぶしが

されていなかったり，マスク処理等の編集作業の

痕跡が残っていたりと，細部の確認はできない．

紙海図データを PostScript形式のファイルに出

力することにより， イメージ表示のできる Island・

Drawにより画面上で確認したり，静電プロ ッタ

に出力して編集結果の確認をすることができる．

・ PostScriptファイル出力時には，等深線や等高線

、．，
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始）（開
等の滑らかさが必要な線及び面の外縁にスムージ

水色区域の出力

ング処理を行っている． これは， 4000dpiという高

解像度の光プロ ッタ出力図では，平滑化を行わな

いと線の屈曲部 （頂点）が目立つためである． （第
干出帯（地色部分）の出力

5図）

干出帯（水色部分）の出力・紙海図データを PostScriptファイルに出力する

地色区域の出力塗りつぶし処理やマスク処理を正常に機能際は，

オブジェクトの出力順に重要な意味させるため，

線情報の出力
出力順は第 6図のとおりである．カfある．

塗りつぶし図形の出力海図原図作成（出力）工程

PostScriptファ イルは LANで光プロ ッタ 制御

3.5 

墨／マゼンタ両版にかかるマスクの出力
用ワークステーションに送られ，製版ソフトウエア

墨版にだけかかるマスクの出力
（写真の RENATUSで光プロ ッタに出力される．

マゼンタ版にだけかかるマスクの出力1 ) 

等深線接合部分にかかるマスクの出力
RENATUSはジョブマネジャーを中心としてデ

テキスアートワークセッター，ジタルエディター，

シンボル（海図記号等）の出力フィルム出トセッタ一等のモジュールで構成きれ，

テキスト（文字情報）の出力面付け編集やトンボ発生，カイメージ確認のほか，

水深値の出力
出力は光プロ ッタからの色版毎

のネガ／ポジフィルム出力のほか，昇華型カラープ

リンター（WB判）からの出力で印刷結果の事前確

修正機能等がある．

コンパス図の出力

IHO／海上保安庁のマーク（印章）出力

輪郭図の出力
認ができる．

RENATUSでは海図毎にジョブという単位で登

録し， ネガ面付けの設定やスクリーン線数の選択，

スムージング処理前

オブジェクトの Postscript出力順第 6図

(15,5) (5,5) 

i
i
t
 

(15,5) 

(10,0) (O,O) 

スムージング処理後

光プロッタ写真 l
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第2表海図で使用する字体

従来の海図 電子海図システムによる海図
（写研） （モリサワ・Adobe・Linotype-Hell AG) 

和 文

中明朝体 リュウミ ン L-KL

（細明朝体）

細ゴシッ ク体 新ゴし（新ゴシック体ライト）

中コンッ ク体 中ゴシックBBB（中ゴシック体）

太ゴシッ ク体 見出ゴM831（見出ゴシック体）

欧 文

c.s.s. CenturγOld Style 

C.S.B. I. Century Old Sか1leItalic 

L.L.G. Helvetica Neue 2 Thin 

L.L. G. I. H倒veticaN91.』e2Thin社副IC

N.G. Helvetica Neue 2 Roman 

N. G. I. Helvetica Neue 2 Roman Italic 

H.Cp.G. I Helvetica Neue 2 Bold Italic 

／ポジ （ネガ膜上正読，ポジ膜下正読），縮率，コピ一

部数等を設定する．

PostScriptデータはラスタデータに展開されて

光プロ ッタに送られる．光プロ ッタ内でフィルムに

露光及び現像処理され．海図原図として出力される．

フィルムは 1図 （4版）あたり約45分 （1版目が約

30分， 2版目以降約 5分）で排出される．

海図第81号では，編集成果をポジフィルムで出力

し，審査終了後，海図原図としてネガフィルムを出

力，印刷工程へ送っている．

4.技術的課題とその対応

4.1 処理速度の向上

紙海図データの編集を開始した頃は，電子海図

データから紙海図への変換やデータ挿入／保存にか

なり時聞がかかり，編集作業中のソフトウエアの応

答も遅かった．

電子海図の属性を参照するためにデータベースへ

のアクセスが頻繁に起ニっていたニとや，出力図と

画面を一致させるためにアウトライ ンフォン卜の外

字として作成しである水深数字を表示したりしてい

使 周 例

地方名都道府県名市・郡名町 ・村・市の区名

市の町名・大字・小字島名岬 ・！1奇・鼻名海洋名

河川名港名湾・浦名海峡・水道など

図中の記事建造物の名称など

山名 ii・堆・瀬名など

海図番号（第骨）など

国名地方名都道府県名市・郡名区名町村名
学名島名岬・燭・鼻名諸島・群島名など

海津名海峡・水道名入江名湖名瀬戸名湾名
川名構名など

防波堤税関港長事務所注意・潮涜記事埋立中

など

水底’E線区域航行（泊｝禁止区土砂槍場検疫錨地
港界泊地など

山名 パース番号指司車線方位数字爆発霧信号
Chy Tr 1VτTなど

航路名暗磁浅瀬干出堆洗岩区界名
浮原番号など

掘下げ済みの水深数字

たこと等が原因として挙げられている．

システムめパージョンアップで，紙海図編集では

不要な電子海図データの属性を切り離し，画面表示

にも類似の標準フォントを用い同サイズで表示する

方式に変わり ，全般的に処理速度は改善されている．

また， PostScriptファイルへの出力ルーチンの改

善も図られ．約70MBあったファイルが最終的には

約 5MBにまで縮小されて入出力処理時閉め短縮

につながった．因みに，海図第81号では編集図のラ

スタデータ （圧縮フォーマットの TIFF形式）のサ

イズは約280KB，電子海図データ (DWG形式）は約

5 MB，紙海図データ (DWG形式）は約 6MBと

なっている．

4.2 線と面の優先順位

電子海図データには点データ，線データのほかに

面データがあり，区域内外を判定することができる

ようになっている．紙海図でも．この面データを用

いて陸域（地色），水色域，子出域を設定し，海図原

図作成の工程で光プロ ッタから自動的に地色版，水

色版が出力される．

電子海図上では複数の線や面が重複することがあ

-116-



水路部技報 Vol. 15. 1997 

るが，紙海図ではその境界は1種類の線で良しそれ わかり，現在は常時加湿のできる空調機に更新し，

が面テータの外縁であれば，場合によっては線デ一 室内の湿度を保つようにしている．

タとして作り直さなければならない． なお，光プロ ッタ側の設定で伸縮の補正もある程

これには，電子海図データを紙海図データに変換 度可能となっており，現在の補正量は436ppmに設定し

するテーブル（e2c.tbl）に優先順位の項目を加え， ている．（補正量＝差幅÷0.4064)

セグメント単位で優先順位を比較して高位のテータ

を残すように改められた．（第 7図）

その結果，異なる種類の線の重複が避けられ，同

時に紙海図データのサイズも少なくすることがで

き，電子海図データの紙海図データへの変換時間も

短縮されることとなった．

4.3 フィルムの伸縮

光プロッタには，露光ドラムに真空吸着させる関

係で400番（厚さ0.lmm）のフィルムを用いている．

海図作製に通常使用される500番（厚さ0.125mm）の

マイラーベース等よりも薄〈，気候による影響を受

けやすい上に，自動現像過程での水洗，乾燥処理の

ため，フィルムに伸縮の問題が生じている．

平成7年11月～12月に出力したフィルムでは，長

手方向て最大0.5mm程の伸びが認められた．フィルム

の供給元である富士写真フィルム社によれば，フィ

ルムの伸縮は温度より湿度に影響されるため湿度

5. 今後の課題

5.1 異なる縮尺の海図の作製

海図第81号の作製により，縮尺50万分の lクラス

の小縮尺海図を作製する上での技術的なノウハウは

一応得られたことになる．しかし，海図は縮尺の違

いや包含される港湾の違いにより，編集の仕方や海

図図式等，記載する内容が異なるため，少なくとも

各縮尺毎の代表的な海図を作製できるようにしてお

かなければならない．

今後は，現在進めている大縮尺海図の作製を含め，

あらゆる海図の作製に対応していくことが課題であ

る．

5.2 使いやすいシステムの構築

海図の編集作業では，採用資料によっては，デー

タが密にならないようデータを間引いたり，簡略化

したりする総描といっ作業が行われる．このコン

40～70%の環境を保つ必要があるということで， ビュータ上での総描が十分実用的になってくると，

フィルムの伸びは冬季の低湿度によるということが 新方式での編集作業も効率化され．使いやすくなる

ベ二一ト2

事才ブジ工クト31ま削除される
吻オブジェクト216:2つになる（属性lま複写される）
事オフジヱクト41孟セグメントが1つになる

第7図 重複するオブジェクトの優先順位

と思われる．

また，新方式での紙海図作製は多くの新しい作業

工程に慣れる必要があるだけに，編集作業でのシス

テムの使い勝手の良否は，海図編集者にとって重要

な問題になると予想される．使いやすいシステムへ

改善していくことが課題である．

6. 終わりに

海図第81号では，光プロッタから出力された海図

原図に対して，写植貼付等の製図作業や修正は行わ

れていない．一応の目標は達成されたと考えられる．

電子海図システムによる紙海図作製は，まだ始

まったばかりであり，現在は効率良〈海図作製を

行・っているとはいえない．

しかし，システム自体もパージョンア ップを続け

ており，自動処理可能な編集項目も増えていくこと
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が期待される．更に，新方式による海図の作製技法

も着実に進展しており，今後作製図数の増加が期待

される．
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第 8図紙海図編集中の AutoCAD画面

-118-

~ 作威｜；

〔,.r,リライン ト

デヰスト ト

氷a~... 
シンボル
司ンク

織方フシェフド
練

湿りつぶレ轍V
I TターンE量 卜

＝ンパス．－－
tiJ!l.得線 ト
灯~ ,.... 

m制限 ト

勝守備量 r、

R沼恒E理 作

，降
、



水路部技報

• Jo 

，町九1 守． ー

ゲ~ －一 一理＿..＿ ....,.....-. ..  一-' /.. .-（’，＿I - 一．．二ーー ． 
－~ ＇旬、ー ーτJ←－ 2 『』』 ’ ~－ 咽 ーこー ．． 

;;;.-. ー・ー ‘ ーー．ー＼勾：I正 ょ．
. .:!.!=- • －・e易， －

，唱＂＇ιμ.. -.,,;:・ _,・ 

~－τ7ふ
..... － g・ーー’・・． 

ー
ー ー．

. . 唱』 官

－ 、M・. . 
-.・ ・－－‘

~戸、

"' 

；仁 ：－~；＋ ：；~／ ：＂~－~一一－~－；ァデー－~J
7 二気－＼ 司ふ

--:-.・ • -－仁．－ ．＼ －＠詰車

第 9図 光プロッタで出力した海図原図（墨版）
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